
沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

再
開
発
で
さ
ら
に
三
島
市
の
補
助
金
は
増
え
る
の
か

 

定
期
借
地
に
建
設
予
定
の
ホ
テ
ル
の
容
積
率
緩
和
に
よ

る
費
用
便
益
比
１
と
な
る
と
き
の
費
用
が
増
加
す
る
場
合
、

三
島
市
か
ら
の
補
助
金
も
増
え
る
の
か
。

 

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
定
期
借
地
事
業
も
含
め
た
両

事
業
一
体
で
の
費
用
便
益
比
を
考
慮
し
、
補
助
金
の
対
象
と

す
る
事
業
費
に
上
限
を
設
け
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う

方
針
に
変
更
は
な
い
。
費
用
便
益
比
が
向
上
し
、
補
助
金
の

対
象
と
す
る
事
業
費
も
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
補
助
金
額
は

増
額
と
な
る
。

 

物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、
国
の
重
点
支
援
交
付
金

を
活
用
し
、
市
が
物
価
高
騰
分
を
負

担
し
て
お
り
、
保
護
者
負
担
は
増
額

せ
ず
据
え
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
保

護
者
の
今
後
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

国
が
目
指
し
て
い
る
小
学
校
の
学
校

給
食
費
無
償
化
の
方
針
を
注
視
し
つ

つ
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
の
食
材
費
増
に
よ
る
保
護
者
負
担
の
影
響

 

米
価
等
の
食
材
費
高
騰
で
学
校
給
食
費
増
の
可
能
性
が

あ
る
中
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
が
求
め
ら
れ
る
が
市
の
見
解

は
ど
う
か
。

石
井
　
真
人

（
覚
悟
の
会
）

一般
廃
棄
物
処
理
施
設
広
域
化
に
お
け
る
最
終
責
任
の
所
在

 

一
般
廃
棄
物
処
理
は
自
ら
の
行
政
区
内
で
処
理
す
る
こ

と
が
原
則
だ
が
、
そ
の
処
理
が
３
市
２
町
で
の
広
域
化
と

な
っ
た
場
合
の
最
終
責
任
の
所
在
を
伺
う
。

 

広
域
連
携
の
方
法
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る
一

部
事
務
組
合
や
事
務
の
委
託
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、

広
域
化
の
参
加
市
町
が
決
定
し
た
の
ち
協
議
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
広
域
化
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
本
市
区
域
内
の
一

般
廃
棄
物
処
理
責
任
は
本
市
が
有
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

公
共
施
設
用
地
の
借
地

 

市
庁
舎
が
南
二
日
町
広
場
に
移
転
す
る
と
仮
定
し
た
場

合
、周
辺
の
路
線
価
が
20
％
程
度
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

借
地
料
上
昇
へ
の
影
響
は
。

 

庁
舎
が
南
二
日
町
広
場
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
る
固
定

資
産
税
路
線
価
へ
の
影
響
は
、
急
激
大
幅
な
上
昇
に
は
及
ば

な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
昇
率
は
、
諸
々
の
条
件
は
あ

る
も
の
の
、
固
定
資
産
税
基
礎
と
な
る
路
線
価
に
お
い
て
、

税
担
当
課
の
試
算
で
は
、
平
均
で
０·

19
％
程
度
の
変
動
と

考
え
て
い
る
。

 

地
権
者
の
意
向
に
よ
る
が
、
跡

地
の
活
用
に
つ
い
て
は
新
た
な
部
署

が
中
心
と
な
り
、
全
庁
的
に
連
携
し

地
元
商
店
会
や
関
係
団
体
等
と
の
協

議
を
踏
ま
え
進
め
て
い
く
。
今
後
、

南
二
日
町
広
場
へ
の
移
転
が
認
め
ら

れ
た
際
に
は
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
い
く
。

南
二
日
町
広
場
の
借
地
解
消

 

購
入
す
る
と
土
地
代
は
約
６
億
円
。
借
地
料
だ
と
70
年

間
で
延
べ
約
10
億
円
で
、
払
い
続
け
て
も
土
地
の
取
得
は
で

き
な
い
。
借
地
解
消
の
た
め
、
北
田
町
の
土
地
と
の
等
価
交

換
は
可
能
か
。　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
対
す
る
対
応

他
市
町
に
な
ら
っ
た
借
地
に
関
す
る
基
準
の
整
備
を

埋
め
立
て
処
分
場
の
廃
棄
物
の
管
理
に
つ
い
て

 

埋
め
立
て
処
分
場
に
環
境
基
準
を
超
え
る
と
思
わ
れ
る

廃
棄
物
が
い
ま
だ
16
万
㎥
あ
る
。
市
民
と
周
辺
住
民
の
不
安

解
消
に
向
け
、埋
立
地
周
縁
の
土
壌
調
査
が
必
要
で
な
い
か
。

 

最
終
処
分
場
を
起
因
と
す
る
周
辺
へ
の
環
境
汚
染
は
発

生
し
て
い
な
い
の
で
、
既
存
の
最

終
処
分
場
及
び
新
規
最
終
処
分
場

周
縁
に
お
け
る
土
壌
調
査
を
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。
最
終
処
分
場

周
縁
の
観
測
井
戸
に
お
け
る
地
下

水
質
測
定
で
異
常
な
数
値
が
検
出

さ
れ
た
場
合
に
は
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
て
い
く
。

野
村
　
諒
子

（
新
風
会
）

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
広
域
化
計
画
お
よ
び
三
島

市
に
お
け
る
課
題

 

広
域
化
計
画
で
予
想
さ
れ
る
ご
み
焼
却
施
設
建
設
費
と

20
年
間
の
運
営
費
の
う
ち
、
三
島
市
の
負
担
分
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
伺
う
。

 

費
用
負
担
方
法
と
し
て
、
ご

み
量
割
、人
口
割
、均
等
割
が
あ
り
、

今
後
広
域
化
参
加
市
町
間
で
協
議

し
、
各
市
町
の
負
担
割
合
を
決
定

し
て
い
く
。
広
域
化
実
現
可
能
性

調
査
で
は
、
市
町
ご
と
の
負
担
比

率
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
、
建
設
費
は
約
１
０
２
～
１
１
３
億

円
、
運
営
委
託
費
は
約
45
～
50
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

 

整
備
す
る
ご
み
処
理
施
設
の
規
模
等
、
ご
み
の
量
が
費

用
算
出
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
た
め
、
負
担
割
合
の
設
定

は
各
市
町
の
ご
み
量
割
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
自
然
で
あ

り
、
ご
み
減
量
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
な
る
と
考
え
る
。

広
域
化
後
も
、
構
成
市
町
が
ご
み
減
量
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

広
域
化
に
よ
る
施
設
建
設
費
の
各
市
町
の
負
担
割
合
が

ご
み
の
量
割
と
な
る
場
合
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す
必
要
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

長
期
財
政
計
画
に
広
域
化
計
画
が
反
映
さ
れ
る
か

発
達
に
障
が
い
や
特
性
の
あ
る
子
ど
も
支
援
の
今
後

 

創
設
8
年
目
と
な
る
発
達
支
援
課
は
高
い
専
門
性
を

持
っ
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。
さ
ら
な
る
支
援
拡

充
が
求
め
ら
れ
る
が
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

 

こ
れ
ま
で
主
に
学
齢
期
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象

に
し
た
支
援
に
注
力
し
て
き
た

が
、
今
後
、
さ
ら
な
る
支
援
体

制
の
強
化
を
考
え
て
い
く
上
で
、

※
Ｑ

–

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
活
用
し
た

地
域
診
断
を
進
め
、
学
齢
期
以

降
の
支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

 

文
化
財
の
保
存
活
用
の
観
点
か
ら
現
況
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
国
・
県
指
定
文
化
財
対

象
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
参
考
に
、
市
指
定
文
化
財
の
現
状
調
査

を
順
次
進
め
る
こ
と
と
し
、
よ
り
一
層
の
保
全
体
制
の
充
実

を
図
る
。
今
後
も
、
文
化
財
保
護
の
た
め
、
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
。

市
指
定
の
天
然
記
念
物
に
お
け
る
維
持
管
理
の
現
状

 

市
の
天
然
記
念
物
に
お
い
て
、
樹
木
な
ど
記
念
物
そ
の

も
の
の
案
内
看
板
等
に
つ
い
て
も
、
整
備
不
足
が
見
受
け
ら

れ
る
。
管
理
体
制
を
伺
う
。

令
和
の
米
騒
動
的
な
事
態
に
お
け
る
認
識
と
見
解

長
期
財
政
計
画
に
南
二
日
町
の
土
地
買
収
費
を
含
め
な
い
理
由
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